
兵
庫
で
の
開
催
は
、
一
九
八
四
年
の
第
五
回
、
一
九
九
五
年
の
第
一
六
回
、
二
〇
〇
一
年
の
第
二
二

回
、二
〇
〇
八
年
の
第
二
九
回
に
続
い
て
五
回
目
、九
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。
一
九
八
四
年
は
高
校
生・

大
学
生
交
流
会
を
新
設
、
一
九
九
五
年
の
大
会
は
震
災
直
後
の
開
催
で
「
外
国
人
教
育
指
針
」
の
具

現
化
を
提
起
し
て
、兵
庫
県
外
教
設
立
に
至
り
ま
し
た
。
二
〇
〇
八
年
の
大
会
は「
四・二
四（
サ
イ
サ
）

阪
神
教
育
闘
争
六
〇
周
年
・
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
一
〇
〇
周
年
」
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
、
兵
庫
県
外
教
は
全
外
教
研
究
集
会
を
契
機
と
し
て
と
も
に
発
展
し
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

さ
て
、現
在
の
兵
庫
に
お
け
る
在
日
外
国
人
教
育
の
現
状
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
一
九
九
八
年
に「
人

権
教
育
基
本
方
針
」
を
、
二
〇
〇
〇
年 

に
は
、「
外
国
人
児
童
生
徒
に
か
か
わ
る
教
育
指
針
」
を
策
定

し
、
多
文
化
共
生
教
育
が
推
進
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
子
ど
も
た
ち
の
生
き

づ
ら
さ
は
依
然
解
消
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
兵
庫
県
外
教
は
毎
年
二
月
に
「
在
日
外
国
人
が
民
族
名
（
本

名
）
で
学
べ
、
共
生
で
き
る
学
校
・
地
域
を
つ
く
ろ
う
！
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
「
兵
庫
県
在
日
外
国

人
教
育
研
究
集
会
」
を
県
下
各
地
域
で
開
催
し
、
地
域
の
課
題
や
独
自
の
実
践
を
発
信
す
る
こ
と
で

外
国
人
教
育
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
兵
庫
県
外
教
の
地
元
で
の
活
動

を
踏
ま
え
、
第
五
回
目
に
あ
た
る
第
三
八
回
全
外
教
・
兵
庫
大
会
は
、
第
二
二
回
兵
庫
県
在
日
外
国

人
教
育
研
究
集
会
を
兼
ね
て
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

兵
庫
県
で
は
昨
年
三
月
に
「
ひ
ょ
う
ご
多
文
化
共
生
社
会
推
進
指
針
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

外
国
人
児
童
生
徒
等
へ
の
教
育
支
援
に
あ
り
ま

す
よ
う
に
、
よ
う
や
く
公
立
高
校
入
試
の
外
国

人
生
徒
の
特
別
枠
選
抜
が
導
入
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
す
。
ま
た
一
八
歳
以
上
選
挙
権
付
与
に
と
も

な
っ
て
出
さ
れ
た
「
政
治
的
教
養
を
は
ぐ
く
む

教
育
の
充
実
に
向
け
て
」
の
指
導
事
例
集
「
参

画
と
協
働
が
拓
く　
兵
庫
の
未
来
」（
兵
庫
県

教
育
委
員
会
）
は
、
選
挙
権
を
持
た
な
い
外
国

人
生
徒
へ
の
配
慮
が
な
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
県
教
育
委
員
会
、
兵
庫
県

外
教
、
兵
庫
在
日
韓
国
朝
鮮
人
教
育
を
考
え
る

会
、
兵
庫
在
日
外
国
人
人
権
協
会
な
ど
の
「
協

働
」
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。

「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
規
制
法
」
が
制
定
さ
れ

た
も
の
の
多
文
化
共
生
を
否
定
す
る
風
潮
は
依

然
と
し
て
根
強
く
、
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
子

ど
も
た
ち
の
環
境
は
ま
す
ま
す
厳
し
い
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
あ

り
の
ま
ま
に
生
き
、
自
己
実
現
で
き
る
学
校
・

地
域
を
つ
く
る
た
め
、
兵
庫
に
多
文
化
共
生
の

研
究
・
実
践
を
結
集
し
ま
し
ょ
う
。　

な
お
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
開
催
要
項
に

て
お
知
ら
せ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。


